
 

第２号様式（公開） 

                        平成  年  月  日                                                 

 

まちづくり活動提案書 

（  地域“魅力”アップ部門  ・  “はじめの一歩”部門  ） 

※助成を受けようとする部門を○で囲んで下さい 

 

１ 助成を受けようとするまちづくり活動の提案について 

団 体 名  

提 案 名  

提案活動を

行 う 地 域 

 

提案の背景 

（活動を提案するに至る問題・課題などの背景を、簡潔にご記入ください。） 

提案活動の
目的・目標 

（活動の目的と、活動により実現したい目標及び成果を具体的かつ簡潔にご記入ください） 

■目的 

 

■目標 

 

■成果 

 

提 案 の 
内 容 

（上記の目的、目標に沿って、活動内容や実施方法を、具体的かつ簡潔にご記入ください。）  

 

 

 

 

活 動 期 間 平成 年 月～平成 年 月 
助成金交
付申請額 

        千円 

 



 

２ 提案内容の視点 

 以下の視点で提案内容についてご記入ください。 
審査基準① 

必要性 

・地域に根ざしたまちづくり活動内容か 
・自分たちの住んでいる地域を住みよい環境にする活動か 
・地域との連携や協力が得られる活動か 
・活動メンバーのみの趣味活動や仲間づくりではなく多くの人に理解や共感が得られる活動か 
・工事を伴う活動の場合、公益性、公共性のあるものか 

（提案活動の必要性について上記観点から分かりやすくご記入下さい。） 

※過去の助成を受けた団体は、その活動助成の成果も踏まえて記入下さい。 

 

審査基準② 

独創性 

・創意工夫にあふれた活動か 
・地域性を活かした個性豊かな活動か 
・新しい視点やアイデアがあるか 

（提案活動の独創性について上記観点から分かりやすくご記入下さい。） 

 

 

 

審査基準③ 

実現性 

・提案内容が具体的になっているか 
・自己資金を含め、活動内容や資金計画などは妥当か 
・場所や人員、規模などは妥当か 

（提案活動の実現性について上記観点から分かりやすくご記入ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

審査基準④ 

発展性 

・今後の活動の発展にむけての視点や計画があるか 
・活動実施後に、地域のまちづくり活動にどのような波及効果を及ぼせるか 
・工事を伴う活動の場合、成果物はまちづくりにどのように活かされるか  

（提案活動の発展性について上記観点から分かりやすくご記入下さい。） 

 

 

 

審査基準⑤ 

活動実績

と主体性 

・提案内容につながる地域での活動実績を有しているか 
・具体的にどんな熱意を注いでいるか 
・工事を伴う活動の場合、自ら主体となって工事を行い、継続的に維持管理する能力
があるか 

※「はじめの一歩部門」は審査の対象とはしません。 
※参考資料として活動に関するチラシやリーフレットなどを添付することができます。 
この場合、公正を期するため、Ａ４判３枚（両面）までを限度とさせていただきます。 

（団体の概要、活動紹介、これまでの活動成果等を上記観点からご記入下さい。） 

 

 

 

 

３ 提案活動にあたり他団体、企業、行政の部署など協力する又は調整を図る必要がある場

合には、その名称と内容を記入してください。既に連絡等と取っている場合にはその日付

も記入してください。 

名  称 内  容 

 
 

 
 

 

※第２号様式は３ページ以内でご記入ください。用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 


